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西
暦
７
１
３
年
の
５
月
、
中
央

政
府
か
ら
諸
国
国
司
に
対
し
て
、

管
轄
下
の
特
産
物
リ
ス
ト
、
土
地

の
肥
沃
度
合
い
、
地
名
由
来
、
各

地
の
伝
承
等
の
報
告
書
の
作
成
・

提
出
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
各
国
ご
と
に
作
成
さ
れ

て
い
っ
た
報
告
書
が
、「
風
土
記
」

な
い
し
は「
古
風
土
記
」と
呼
ば

れ
る
史
料
で
す
。
現
在
、
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
は
５
か
国
分
で
、
そ

の
中
に
播
磨
国
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
現
存
史
料

は
、
中
央
政
府
に
提
出
さ
れ
た
公

文
書
の
完
本
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

書
風
や
筆
致
な
ど
か
ら
平
安
時
代

後
期
の
写
本
と
み
ら
れ
、
そ
の
原

本
は
も
と
も
と
播
磨
国
の
役
所
内

に
の
こ
さ
れ
て
い
た
未
完
成
の
草

稿
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
文
字
表
記
や
配
列
な
ど
が
不

完
全
な
部
分
が
少
な
く
な
く
、
播

磨
国
が
管
轄
す
る
全
１２
郡
の
う
ち
、

冒
頭
の
総
説
か
ら
明
石
郡
の
部
分

と
、
赤
穂
郡
の
箇
所
の
史
料
を
欠

い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
現
在
の
福
崎
町
域
を

含
む
神
前
郡
の
条
に
眼
を
や
る
と
、

幸
い
に
も
多
く
の
情
報
が
載
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
郡
名
の
地
名
由
来

の
ほ
か
、
６
つ
の
里
名
、
さ
ら
に

「
村
」「
野
」「
川
」「
山
」な
ど
の

自
然
地
名
の
由
来
話
が
、
合
計
２０

例
記
さ
れ
て
い
ま
す（
表
参
照
）。 

　『
播
磨
国
風
土
記
』の
特
色
の

一
つ
は
、
こ
う
し
た
自
然
地
名
の

起
源
話
を
か
な
り
詳
し
く
載
せ
て

い
る
点
で
す
。『
出
雲
国
風
土
記
』

に
も
多
く
の
地
名
由
来
説
話
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
然
地
名

は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に『
播
磨
国

風
土
記
』の
説
話
は
、当
時
の
人
々

の
身
近
な
自
然
や
生
活

圏
に
対
す
る
考
え
方
や

認
識
の
解
明
に
ア
プ
ロ

ー
チ
で
き
る
史
料
群
で

す
。 

　
地
名
起
源
の
基
本
パ

タ
ー
ン
は
、「
い
つ
誰

が
何
々
を
し
た
か
ら
」

「
こ
こ
に
は
何
々
が
あ

る
か
ら
」
な
ど
と
い
う

形
が
普
通
で
す
。
こ
の
う
ち「
誰

が
」の
部
分
に
つ
い
て
は
、
天
皇

の
名
前
や
そ
の
土
地
の
豪
族
の
祖

先
名
が
書
か
れ
る
ほ
か
、
地
元
の

神
々
が
登
場
す
る
も
の
が
合
わ
せ

て
１０
例
近
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
話
の
内
容
は
お
お
む
ね
短

め
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
古
代
の
神

前
郡
内
の
各
地
で
語
り
継
が
れ
て

い
た
民
間
神
話
が
、
断
片
的
に
引

用
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
し

ょ
う
。 

　
現
在
、
神
戸
大
学
の
古
代
史
研

究
チ
ー
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
民
間

説
話
や
神
話
の
分
析
に
つ
い
て
、

町
民
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
も

含
め
た
共
同
調
査
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

賜
れ
ば
幸
い
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
准
教
授
　 

坂
江
　
渉 

『
播
磨
国
風
土
記
』
と
は 

　平成２３年度に発掘された遺物を紹介
します。珍しい祭祀土器や製塩土器など、
古墳時代の人びとのくらしを知ること
ができます。保存処理によって当時の
姿が明らかとなった遺物もご覧ください。 

　記念館では、映丘の
描いた「平清盛」を展
示します。清盛につい
ては、連続講座①でも
紹介しますので、ぜひ
参加して知識を深めて
いただき、ご自身の描
く清盛像と比べてご覧
ください。 

同時開催 

入館無料 

▲平清盛 

連
続
講
座
の
ご
案
内 

〜
ふ
る
さ
と
の
歴
史
の
扉
を
開
け
よ
う
！
〜 

　
資
料
館
の
連
続
講
座
が
始
ま
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
日
本
古
来
か
ら
大

切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
言
葉
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
、
郷

土
の
息
吹
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

時
間
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時 

場
所
　
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

ひ
よ
く 

さいし 

～地域の歴史文化遺産は　　 
　　　時代の扉をひらく鍵～  
①平家物語と清盛 
　開催日／5月19日（土） 
　講　師／問屋真一さん 
　　　　　（神戸市立博物館） 
②災害に備えて －姫路藩の固寧倉
制度 西光寺村の場合－（仮） 
　開催日／8月25日（土） 
　講　師／伏谷聡さん（県政資料館） 
③『万葉集』（仮） 
　開催日／9月15日（土） 
　講　師／渡辺護さん 
　　　　　（岡山大学名誉教授） 
④『播磨国風土記』 
　開催日／11月17日（土） 
　講　師／松下正和さん 
　　　　　（近大姫路大学） 
⑤播磨と紀州の２つの神社に伝わる
　田楽の研究（仮） 
　開催日／平成25年2月16日（土） 
　講　師／大渡敏仁さん 

◆ 5月の休館日 ◆ 
1日、7日、14日、21日、28日 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（５月１９日～６月６日） 

おはなし会 
5月19日（土） 

11：00～ 

おたのしみ会 
6月2日（土） 

14：00～ 

えほんのじかん 
6月6日（水） 

11：00～ 

子ども映画会 

5月26日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
　あこがれ海ぞく船　他」 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【５月の休館日】１日・６日～１０日・１７日・２４日・３１日 
　【６月の休館日】７日・１４日・２１日・２８日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

 

♪エルデホールでは、一般のお客様にすべて
の部屋を貸し出しています。 
　音楽・ダンスなどの各種発表会や講演会、
会議、集会、販売会など、さまざまな用途
にご利用いただけます。 

　詳しくは、エルデホールまでお気軽にお問
い合わせください♪見学随時受付中。  

☆施設概要☆ 
メインホール 全体の広さ：約４９８㎡　移動式
客席（２４０席～３００席）（全座席を収納し、
ダンスホールのようにご利用いただくこと
もできます） 
舞台：幅８.１m×奥行６.３m 
最大天井高は１８mあり、残響システムも優
れています。 
スタインウェイフルコンサートピアノ・ヤ
マハグランドピアノ・エレクトーン各１台
あります。 
イベントホール　広さ：約２６８㎡ 
机や椅子（無料）を自由に並べて会議、展示
会、販売会などにご利用いただけます。 
洋室（和室）　広さ：約２０畳　少人数での会
議などにもどうぞ。全面畳でのご利用も可
能です。 
スタジオ　ギターアンプ２台・ベースアンプ・
ドラム・キーボードがあります。楽器演奏
の練習にどうぞ。 

☆☆みなさんのエルデホールを　　 
　　　　　　　ご利用ください☆ 
☆みなさんのエルデホールを　　 
　　　　　　　ご利用ください☆ 

7月の催し 

■出演／木村大 
　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 
■開演／１５：００（開場１４：３０） 
■入場料／大人１,０００円 
　　　　　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 
☆国内外でさまざまな活動をし、今後

の活躍が注目されているギタリスト木村大さんのコンサ
ート。演奏するのはクラシックギターです。特有の繊細
な音色の変化、味わいの深さをお楽しみください！地元
福崎高校ギター・マンドリン部も特別出演します。心ふ
るわす音楽の共演をどうぞお楽しみに♪ 

29  

「木村大コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

チケット好評発売中！ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書4冊　　児童書3冊 
「ユリゴコロ」　　　　　沼田まほかる 
「寿フォーエバー」　　　山本　幸久 

保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
日時：５月１５日（火）～２０日（日）１０：００～１６：００ 
場所：図書館　メディアルーム 
＊図書館利用カードをお持ちください。 
＊一人１０冊まで 

““広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 
　　今月（５／２０～６／１９）のボランティア活動予定
をお知らせします。ぜひご参加ください。 
ココロンクラブ 
　５月２６日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　６月６日（水）９：００～　ＪＡ八千種前花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

３ 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 



４ 

図書館と八千種
研修センターに

食育コーナーができ
ました。食育に関す
る本を集めています。 
どうぞご利用ください。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　電子レンジで作るとても簡単ないちご大福のレ
シピです。もちむぎ粉を使っているので、翌日に
なってもやわらかいです。 
材料 
　もちむぎ粉　２００ｇ 
　砂糖　　８０ｇ 
　水　　　４００ｃｃ 
　いちご　２０個 
　白あん　４００ｇ 
　片栗粉　適量 
作り方 
①いちごはヘタを取り、２０等分したあんこで包ん
で丸める。 
②もちむぎ粉と砂糖を深めの耐熱容器に入れて混ぜ、
水を少しずつ加え、よく混ぜる。 
③②にふんわりとラップをしてレンジで３分加熱し、
取り出してよく混ぜる。→３回繰り返す。 
④できあがった生地を片栗粉の上に取り出して２０
等分する。手で丸く延ばして①を包む。 

　　　「もちむぎ」を使って、いろいろな 
　　　味が楽しめることをご存じですか？ 
　簡単にできる料理レシピをご紹介します。 
　ぜひ、ご家庭でお試しください。 
第１回目は、お子さんにも人気 
の“いちご大福”です！ 

　いずみ会では、町内の保育所・幼児園の子どもたち
約５００人に、毎月２回、手づくりおやつを届けています。
子どもにとっての「おやつ」は、１日３度の食事で補
えない栄養を補給するために必要な食事であり、大き
な楽しみの一つです。季節の野菜やもちむぎ粉を使っ
たおやつなど、毎回、試作・検討を行いながら、無添
加で体によいおやつをめざして作っています。また、
食育紙芝居を通して子どもたちへの食育の啓発も行っ
ています。子どもたちの笑顔と“おいしいね”の言葉
が活動のエネルギーになっています。 

手づくりおやつと食育紙芝居 
～子どもたちの笑顔がうれしくて～ 

子どもたちの大好きな紙芝居で食育 

八千種産ニンジンでジャムケーキ！おいしいね 

いい ず み 会 い ず み 会 い ず み 会 


